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助成事業完了報告書 
 
日本財団 会長 笹川 陽平 様 

報告日付：  平成26年 4月 11日 

事業ID：2012062045 

事業名：トラスト・ビジターセンターを拠点 

とした研修プログラムの策定と実施 

団体名：公益社団法人生態系トラスト協会 

代表者名：会長 中村滝男 

TEL：088-841-5400 

FAX：088-841-5400 

事業完了日： 平成26年 3月 31日 

                                                             

事業費総額   1,100,000円 （収支計算書に記載する決算額）                                          

自己負担額    220,000円                                          

助成金額       880,000円 （千円未満は切り捨て）                                         

 

事業内容：                 

1.研修プログラムの策定と実施 

四万十町のトラストの森で実施できるプログラムを策定し、2014年春にオープン予定の四万十

ヤイロチョウの森ネイチャーセンターで展開する。 

自然観察や、ヤイロチョウの観察、森や川の中で学習体験等 

 

 当初、計画していた時期よりネイチャーセンターのオープンの時期が遅れたが、26年7月にオ

ープンをむかえる。エコスクールとして親子を対象とした『森と水辺のエコスクール』を開催。 

協会が独自で行うエコスクールや地域のイベント内で実施するエコスクールなどを行った。 

 

2.オリジナル教材の作成と活用 

  ①公募を行い、募集をする。 

  ②紙芝居検討委員による、紙芝居の作成打ち合わせ 

  ③紙芝居の発表 全国めだかフェスティバルにて作品を上演 

 

3.四万十川のヤイロチョウに関する絵画等の募集と活用 

  エコスクールの際やイベントで、絵日記方式の絵を書いてもらい展示を実施した。 

  展示は、めだかフェスティバル中に掲示（フェスティバル中の写真参照） 
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（1）親子エコスクール （活動写真No.1） 

 親子を対象としてエコスクールを開催した。 

植物観察・昆虫観察・四万十川の川遊び・野鳥観察・メダカ観察ほか様々なエコスクールを開催

した。観察したものや自然体験の様子を絵日記方式の用紙に記載してもらった。 

 

○実施日・場所・参加人数 

日付 場所 内容 参加者 絵日記 

① 

4/2 

高知市 わんぱーくこうち 

植物・鳥とメダカ観察 
8名 （3家族）及びスタッフ3名（講師含む） 10枚 

② 

5/11 

日高村 運動公園 

  自然とメダカ観察   
6名（3家族）およびスタッフ3名（講師含む） 5枚 

③ 

6/9 

日高村 目高池あじさい祭り 

  自然とメダカ観察 

参加者 50名（20家族）および 

スタッフ3名（講師含む） 
11枚 

④ 

7/7 

日高村 渋川トンボまつり 

  トンボやメダカの観察 

参加者 120名（50家族）および 

スタッフ3名（講師含む） 
38枚 

⑤

7/28  

四万十町下道 

湖でボートに乗って水辺の生き物観察 

参加者 11名（親子及び一般）および 

スタッフ4名（講師含む） 
7枚 

⑥

8/16 

四万十町下道 

森の探検 
参加者 8名 及びスタッフ 5名（講師含む） 12枚 

⑦

8/17 

四万十町下道 

水辺の探検 
参加者 6名 及びスタッフ 5名（講師含む）  7枚 

⑧

8/18 

四万十町下道 

間伐材でアートをつくろう 
参加者 2名 及びスタッフ 5名（講師含む）  

⑨

10/13 

日高村 

 全国メダカフェスティバル 

  と寄せられた作品の展示 

フェスティバル参加者 500名 

シンポジウム参加70名 

エコスクール参加者100名 

会場70枚 

応募30枚 

  観察絵日記  合 計  （枚数） 190枚 

○ 募集と告知 

1）地域の広報誌に掲載して告知 

  わいわいくじら ・Ｋ+  （別添1） 

 

2）ホームページや会報誌等への掲載（参考1.2） 

  ホームページでは毎月、予定を掲載し募集（チラシをリンクで表示した。） 

  会報誌では、催しの案内と実施した行事の報告を掲載 

 

3）郵送等によるチラシの配布 

  行事の案内チラシ・公募チラシ等の発送（別紙1.2） 

  6月発送分 計 1,257通 郵送でチラシの発送（①・②含む） 

①会員・会友向け 

②学生向け  6/13、17四国内の大学及び専門学校宛  44通 

              7/2   関西（大阪・京都）方面大学宛 54通 

○ 絵日記（活動写真 エコスクール及び観察絵日記参照）       

 今回の体験を通じて、子供達やその父兄に自然観察をするとともに絵日記形式の記録を書い

てもらった。  
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２.オリジナル教材の活用 

（紙芝居作品3作 B4・・・2セット、Aセット・・・1組、他提出はB4を1セット） 

1 検討会の実施 

    6/1  講師打ち合わせ及び内容日程の打ち合わせ 

    12/6 検討委員との打ち合わせ会実施 

 

2 公募の実施と作品の発表の案内 

①公募  会員・会友 及び学校・マスコミ等へ向けて募集を実施 

          9月発送分 計 1,261通 郵送でチラシの発送 

  

参照： 別紙 めだかシンポジウムチラシ（別紙3） 

 

②ホームページへの告知 

別紙：公募情報を載せたＨＰとちらし（郵送したチラシをリンクし掲載） 

          発表の場、全国めだかシンポジウムちらし 

 

3 紙芝居ワークショップ 

 

実施日：8/13～15  

   参加者：1名 及びスタッフ3名（講師含む）  講師 白川 郁栄  

テーマ ：『ヤイロチョウの森を守ろう』 

 

 

4 紙芝居公募結果  9月に締切 

学校からの応募数 0点 

一般からの応募数 1点 

 

 ※公募であがってきた紙芝居は、10/12（土）日高村で行われた第１３回全国めだかフェスティ

バルの中で、発表を行った。（発表の様子は、紙芝居のお披露目参照） 

公募で集まった作品の他、森の歴史や民話の紙芝居を作成した。 

 

③全国めだかフェスティバル  

  第１３回めだかシンポジウム 

  1.めだかシンポジウム案内チラシ （別紙3） 

  2.めだかシンポジウムでの様子 （紙芝居のお披露目参照） 

 

                                                            

事業目標の達成状況：         

（1）親子で自然の生き物を観察してもらい、観察絵日記を書いてもらう 

体験を通じて、生き物に触れ絵日記の用紙に観察した事や感想を書いてもらった。 

中間報告で報告したように、親子の行事を実施し、その度に絵日記形式の感想を記入してもらっ

た。 

親子を対象に森や水辺で自然と触れ合う行事を実施し、森にある木を使った工作等も行ったり、

親子を対象に草花やメダカ等の小さな生き物に触れる学習をすることができた。 

当初計画より紙芝居の作成に時間を要したため年度内に上演した作品は10/12に1作品のみで

あった。残り２作品については平成２６年度に積極的にネイチャーセンター等で活用してきたい。                                                             
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事業成果物：  

1.活動写真                                              No.1    

《様々なエコスクールの様子》 

  
①4/2わんぱーく高知 にて ②5/13 日高村運動公園にて 

  
③6/9目高池 あじさいまつりにて ④7/7渋川とんぼまつりにて 

  
⑤7/28 四万十町下道 水辺にて ⑥8/16四万十町下道 昆虫の観察 

  
⑦8/17 四万十町下道 水辺の観察 ⑧8/18四万十町下道 間伐アートづくり 
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オリジナル教材の作成と活用                                  No.2 
 《紙芝居検討》 

  
検討委員の森本さん（左）と検討する中村会長（右） 

（26年12月 絵本の店コッコさんにて）白川さん同席 

 

  
検討委員の丸林さん（右）と中村会長（左） 

（26年12月 高知市桂浜水族館にて） 

切り絵の紙芝居を担当してくれた丸林さん（左）と 

ヤイロチョウの森を守ろうの白川さん（右） 

 

《ワークショップ》 

   
講師白川郁栄さん       出来上がったラフ 参加者と記念撮影8/14 

 

《紙芝居のお披露目》 

   

めだかシンポジウムの様子 

高知県日高村 10/12 

「空とぶメダカ」のお披露目 

紙芝居の読み聞かせ 

ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙでの一場面 
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2.絵の募集と活用 No.3 

《エコスクールの様子》 

  
親子エコスクール 

兄弟で絵を読み合う様子 7/28 

 

親子エコスクール 

メダカを観察しながら絵日記を書く様子5/13 

  
めだかフェスティバルinエコスクール 

メダカを観察して絵を書く様子10/12 

全国めだかフェスティバル（全国めだかシンポジウム） 

パネラーの後ろに展示した絵日記の数々10/12 

 

 

《観察絵日記》 親子エコスクールやメダカフェスティバルでの際の作品 （抜粋） 
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      No.4 

 

 

３. 紙芝居 計 3 点（作品を添付※サンプルを送ります） 

   
 1.四万十の奥山に伝わる 

ヤイロチョウの民話（12枚）  

 2.ヤイロチョウの森を守ろう（１9枚）  3.空とぶメダカの秘密（13枚） 

 絵：丸林友文  文：たきたろう  絵：しらかわいくえ 文：たきたろう    絵：西村かおり  文：たきたろう 

 

  

 

《チラシや広報に使ったもの》 

  
(別紙1)       （別紙2） 

 
（別紙3） 

６月に発送したワークショップのチラシ 

及び紙芝居公募のチラシ 

9月に発送しためだかシンポジウムのチラシ 

  

 

    

協会のホームページ

（参考1） 

ホームページで添付した行事チラシ 

（参考2） 
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収支計算書 
（   2013 年 4 月 1 日から  2014  年 3 月 31 日まで） 

 

収入の部     （単位：円） 

科目 予算額 決算額 受入済額 未調達額 備考 

日本財団助成金収入     880,000  880,000  880,000      

自己負担 220,000  220,000  220,000      

収入合計  1,100,000  1,100,000  1,100,000          

        

支出の部      

科目 予算額 決算額 支出済額 未払額 備考 

 人件費 200,000  115,000  115,000      

 諸謝金 110,000  100,000  100,000       

 旅費交通費 140,000  157,000  156,000      

 印刷製本代 100,000  31,000  31,000      

 消耗品 30,000  24,000  24,000      

 委託費 450,000  575,000  575,000      

通信費 78,000  98,000  98,000      

端数調整 -8,000        

           

           

           

              

           

           

           

           

           

           

支出合計 1,100,000  1,100,000 1,100,000     

 


